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答するかに関してはほとんど報告されていない。 Scleraxis (Scx) は 臆・靭帯で発現する basic helixｭ
loop-helix 型の転写因子であり，臆・靭帯細胞の分化・成熟に重要な役割を担っている。健細胞での
Scx の発現は，生理的なメカ二カルストレスの存在下において， TGF・ 8 シグナリングを介して維持さ
れていることが報告されている。しかし，歯根膜における生理的・矯正的メカニカルストレスに対して，
Scx の発現がどのように関連しているのかについては明らかになっていない。
そこで本研究では，まず，マウスの歯および歯周組織における Scx の発現局在を in situ hybridization 
により解析した。その結果， Scx の発現は， Col1al を発現する歯根膜細胞および象牙芽細胞で認められた。




の移動実験を行った。 Scx-GFP Tg マウスを用いて，歯根膜における Scx の発現を牽引側および圧迫側
で継時的に解析した結果， Scx の発現レベルは，牽引側では上昇し圧迫側では低下することが明らか
となった。また，牽引側の歯根膜細胞では， Scx の発現上昇に先立つて TGF・ 3 シグナリング分子であ
る Smad3 のリン酸化の元進が認められた。一方，ラットの培養歯根膜細胞における Scx の発現を臆細
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胞と比較した結果，臆細胞と同等のレベルで発現していることが明らかとなった。さらに培養歯根膜
細胞に TGF・ 8 を添加した結果， Smad3 のリン酸化および、 Scx の発現レベルの上昇が認められた。以上
の結果から， Scx は，歯根膜に負荷されるメカニカルストレスに応答性を示す転写因子であることが明
らかとなり，力学的負荷に伴う歯根膜での様々な遺伝子発現の変化に関与していることが考えられる。
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を行った。 Scx-GFP Tg マウスを用いて継時的に解析した結果， Scx の発現レベルは，牽引側では上昇し
圧迫側では低下することが明らかとなった。また，牽引側の歯根膜細胞では Scx の発現上昇に先立つ
て TGF- ß シグナリング分子である Smad3 のリン酸化の克進が認められた。一方，ラットの培養歯根
膜細胞に TGF・ 0 を添加した結果， Smad3 のリン酸化および Scx の発現レベルの上昇が認められた。
以上の結果から，歯根膜において Scx は，メカニカルストレスに応答性を示す転写因子であること
が明らかとなり，その発現制御には TGF-β シグナリングが関与していることが示唆された。
本研究は，歯根膜の恒常性を維持する分子機構を解明する研究に役立つものと考えられる。よって，
本論文は博士(歯学)の学位授与に値するものと認める。
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